
 

 

 

 

 

 

 

 

２０１２年８月２日 

 

「サラリーマン川柳」がスピーチに使える！世相も楽しめる！ 

ホームページ新コンテンツ 「サラ川“この一句”」がオープン！ 

 

第一生命保険株式会社（社長 渡邉 光一郎）は、２０１２年８月２日から当社ホームページ

（ http://www.dai-ichi-life.co.jp/ ）に、新コンテンツ「サラ川“この一句”」（ http://shouhin.dai-ichi-life. 

co.jp/sarasen_search/index.php ）をオープンします。 

 

「サラ川“この一句”」は、第一生命「サラリーマン川柳コンクール」の１９９０年（第４回）から２０１１年

（第２５回）までの作品、約７，０００句をさまざまなカテゴリで閲覧いただき、皆様にお楽しみいただけるコ

ンテンツです。「サラ川“この一句”」では、過去の作品をキーワードで検索できるほか、以下のコンテンツ

を掲載しています。 

 

１．「こんな時にこの一句」・・・結婚式や同窓会などのスピーチ・挨拶のネタで使える句 

 （例：結婚式編）・・・ 「『離さない！』 １０年経つと 話さない」 （倦怠夫婦）  ２００９年 

２．「あの日あの時この一句」・・・時代を彩った出来事や流行など、世相を反映した句 

 （例：家庭編）・・・ 「一戸建 手が出る土地は 熊も出る」 （ヤドカリ）  １９９０年 

３．「○○○○の言い分」・・・サラリーマンのみならず、夫や妻等の立場から共感できる句 

 （例：夫・父編）・・・ 「土地もある 家もあるのに 居場所なし」 （恐妻家人）  ２０００年 

  ※画面のイメージは次のページをご覧ください。 

 

第一生命「サラリーマン川柳コンクール」は１９８７年のスタート以来、２０１１年で２５周年を迎え、これ

までの応募総数も９０万句を突破するなど、当初の想像をはるかに超えたコンクールに成長しました。   

第２６回となる「サラリーマン川柳コンクール」は、２０１２年１０月より募集を開始する予定です。 

 

 

                                                          

 

 

 

 

おかげさまで第一生命は、2012年9月に 
創立110周年を迎えます。 



≪「サラ川“この一句”」画面イメージ≫ 

 


